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り
組
ん
で
い
る
」（
府
職
労
）
な
ど
コ

ロ
ナ
禍
や
人
員
不
足
の
も
と
で
も
、
住

民
の
い
の
ち
と
く
ら
し
を
守
っ
て
奮
闘

す
る
姿
が
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。

安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る

安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る

労
働
条
件
へ
粘
り
強
く
た
た
か
う

労
働
条
件
へ
粘
り
強
く
た
た
か
う

　

賃
金
闘
争
で
は
「
維
新
市
政
で
も
一

時
金
削
減
遡
及
を
許
さ
ず
、
賃
金
カ
ッ

ト
も
３
月
末
で
終
わ
ら
せ
た
」（
岸
和

田
）、「
統
一
闘
争
の
力
に
よ
り
労
使
合

意
で
解
決
す
る
と
い
う
姿
勢
を
守
ら
せ

て
い
る
」（
松
原
）、「
厳
し
い
中
で
も
要

求
し
続
け
、正
職
員
を
１
号
引
き
上
げ
、

非
正
規
職
員
の
一
時
金
引
き
下
げ
を
阻

止
し
た
」（
泉
佐
野
）
と
の
報
告
も
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
き
、
大
き
な
運
動

に
し
た
い
」（
堺
学
童
）、「
民
営
化
が

す
す
む
中
、
公
立
の
保
育
施
設
の
役
割

を
明
ら
か
に
し
、
存
続
を
求
め
る
提
言

づ
く
り
を
す
す
め
て
き
た
。
秋
の
大
運

動
に
も
取
り
組
み
た
い
」（
保
育
部
会
）、

「
保
健
師
が
１
年
間
で
７
人
辞
め
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
に
基
づ
く
要
求
で
交
渉

し
、
６
人
の
新
規
採
用
へ
」（
八
尾
）、

「
粘
り
強
い
要
求
で
発
達
相
談
員
の
募

集
を
勝
ち
取
っ
た
」（
高
石
）、「『
保
健

師
、
保
健
所
増
や
し
て
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
』
に
よ
り
２
年
連
続
で
保
健
所
の
人

員
増
を
実
現
。
労
基
法
33
条
に
よ
る
時

間
外
勤
務
に
上
限
を
設
定
さ
せ
る
『
い

の
ち
守
る
33
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』
に
も
取

　

討
論
で
は
28
人
が
発
言
し
、
執
行
部

の
提
案
は
よ
り
豊
か
な
も
の
に
。

コ
ロ
ナ
禍
２
年
半　

住
民
の

コ
ロ
ナ
禍
２
年
半　

住
民
の

い
の
ち
・
く
ら
し
を
守
っ
て

い
の
ち
・
く
ら
し
を
守
っ
て

　

「
医
療
体
制
ひ
っ
迫
に
も
関
わ
ら

ず
、
公
立
・
公
的
医
療
機
関
の
再
編
統

合
や
病
床
削
減
が
す
す
め
ら
れ
て
い

る
。
計
画
の
白
紙
撤
回
と
地
域
医
療
を

守
る
運
動
を
強
め
た
い
」（
医
療
部
会
）、

「
学
童
指
導
員
も
感
染
対
策
を
講
じ
な

が
ら
懸
命
に
保
育
に
あ
た
っ
て
い
る
。

処
遇
改
善
事
業
の
予
算
化
を
大
阪
市
に

求
め
た
い
」（
大
阪
市
学
童
指
導
員
労

組
）、「
学
童
現
場
は
最
賃
ギ
リ
ギ
リ
で

常
に
人
手
不
足
。
民
間
参
入
も
進
む
。

　

コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
で
、
医
療
や
保
健
所
が
ひ
っ
迫
し
て
い
ま
す
。
い
の
ち

を
最
優
先
に
守
る
立
場
か
ら
、
労
基
法
33
条
に
基
づ
き
、
異
常
な
労
働
実
態
の

是
正
が
緊
急
の
課
題
で
す
。厳
し
い
現
場
の
声
を
上
げ
続
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
も
導
入
さ
れ
３
年
目
で
す
。「
非
正
規
の
任
用
期

間
満
了
」
に
よ
る
理
不
尽
な
雇
い
止
め
を
許
さ
な
い
た
た
か
い
を
、
３
Ｔ
ア
ク

シ
ョ
ン
の
運
動
と
と
も
に
大
き
く
成
功
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　

維
新
政
治
の
行
う
カ
ジ
ノ
誘
致
・
民
営
化
の
流
れ
を
止
め
、
自
治
体
で
働
く

労
働
者
が
誇
り
と
や
り
が
い
あ
る
職
場
を
め
ざ
し
、
労
働
条
件
を
前
進
さ
せ
る

た
め
に
、
と
も
に
奮
闘
し
ま
し
ょ
う
。

平
委
員
会
闘
争
に
支
援
を
」（
門
真
）、

「
組
合
員
だ
け
が
不
採
用
に
な
っ
た
事

件
は
東
京
地
裁
で
係
争
中
」（
堺
学

童
）
と
報
告
が
あ
り
、
署
名
へ
の
協
力

が
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

戦
後
戦
後
7777
年　

市
民
と
と
も
に

年　

市
民
と
と
も
に

憲
法
と
平
和
・
地
方
自
治
を
守
る

憲
法
と
平
和
・
地
方
自
治
を
守
る

　

東
大
阪
か
ら
は
「
月
１
回
の
宣
伝
行

動
を
は
じ
め
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
や
国
葬
問
題
で
も
市
民
と
と
も
に
運

動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
改
憲
を
止
め

る
運
動
の
強
化
を
」、
さ
ら
に
吹
田
か

ら
は
、
自
治
体
Ｄ
Ｘ
に
つ
い
て
「
市
民

の
福
祉
向
上
に
つ
な
が
る
デ
ジ
タ
ル
化

へ
、
各
自
治
体
の
情
報
共
有
と
検
討
の

場
の
設
置
を
。
ま
た
、
自
衛
隊
員
募
集

の
た
め
の
住
民
情
報
の
提
供
を
止
め
さ

せ
る
運
動
を
」
と
の
要
望
が
あ
り
、
憲

法
と
平
和
・
地
方
自
治
を
守
る
運
動
の

強
化
が
よ
び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

民
主
的
自
治
体
建
設
で

民
主
的
自
治
体
建
設
で

住
民
・
職
員
の
要
求
実
現
を

住
民
・
職
員
の
要
求
実
現
を

　

「
市
長
選
挙
で
は
、
小
中
学
校
の
統

廃
合
や
認
定
こ
ど
も
園
化
な
ど
で
、
市

民
の
声
を
聞
か
な
い
現
職
に
対
し
、
幅

広
い
市
民
の
共
同
が
広
が
っ
た
。
市
民

の
声
が
届
く
市
政
実
現
を
め
ざ
す
」

（
岸
和
田
）、「
市
民
サ
ー
ビ
ス
削
減
、

民
営
化
、
職
員
減
・
賃
金
削
減
を
す
す

め
て
き
た
市
政
を
変
え
よ
う
と
、
政
策

が
一
致
す
る
候
補
を
自
主
支
援
。
政
策

実
現
の
た
め
奮
闘
す
る
」（
交
野
）
と

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
来
年
の
統
一
地
方
選
に
向

け
、「
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
行
政
で
職
員

は
疲
弊
。
民
主
的
な
市
政
を
取
り
戻
し

働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
に
」（
泉
佐

野
）、「
今
の
市
政
は
、
財
政
難
を
強
調

し
て
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
削
減
す
る
一
方

で
大
型
開
発
。
市
民
と
共
同
し
て
政
治

の
流
れ
を
変
え
る
」（
堺
）、「
ダ
ブ
ル

選
挙
で
は
維
新
市
政
に
終
止
符
を
」

（
市
労
組
）、「
市
庁
舎
を
移
転
さ
せ
て

ま
で
駅
前
大
規
模
再
開
発
を
市
民
に
知

も
「
こ
ど
も
園
給
食
調
理
の
民
間
委
託

の
際
に
は
雇
用
問
題
も
発
生
し
、
職
場

を
去
る
人
も
。
引
き
続
き
処
遇
改
善
と

雇
用
を
守
る
た
た
か
い
を
す
す
め
た

い
」（
羽
曳
野
）、「
勤
勉
手
当
の
支
給

へ
法
改
正
を
求
め
る
た
た
か
い
を
。
正

規
化
要
求
も
切
実
で
急
務
だ
」（
吹
田

関
連
）、「
夏
季
休
暇
の
１
日
増
を
実

現
、
正
規
職
員
と
同
じ
日
数
に
」（
貝

塚
）、「
ほ
こ
イ
カ
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
、

多
く
の
会
計
年
度
任
用
職
員
か
ら
回
答

が
寄
せ
ら
れ
た
。
格
差
の
抜
本
的
改
善

を
年
末
闘
争
の
重
要
な
柱
に
」（
東
大

阪
）、
と
発
言
が
続
き
、
雇
用
不
安
の

解
消
、
格
差
の
是
正
が
課
題
と
な
っ
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
。

３
つ
の
勝
利
を
確
信
に

３
つ
の
勝
利
を
確
信
に

権
利
侵
害
と
全
力
で
た
た
か
う

権
利
侵
害
と
全
力
で
た
た
か
う

　

「
不
当
な
雇
い
止
め
撤
回
を
求
め
、

勝
利
和
解
を
勝
ち
取
っ
た
。
職
場
復
帰

は
で
き
な
か
っ
た
が
雇
い
止
め
通
知
は

撤
回
さ
れ
、『
私
た
ち
は
ま
ち
が
っ
て
い

な
か
っ
た
』
と
確
信
」（
守
口
学
童
）、

「
組
合
事
務
所
供
与
に
つ
い
て
の
団
交

拒
否
は
高
裁
で
も
不
当
労
働
行
為
と
断

罪
。
引
き
続
き
誠
実
な
回
答
求
め
た
た

か
う
」（
市
労
組
）、「
組
合
事
務
所
使

用
不
許
可
を
不
当
労
働
行
為
と
し
た
救

済
命
令
に
対
し
、
維
新
市
長
は
取
消
を

求
め
た
が
地
裁
で
棄
却
さ
れ
た
」（
枚

方
）
と
３
つ
の
勝
利
が
報
告
さ
れ
、
た

た
か
い
に
確
信
が
深
ま
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、「
維
新
市
政
が
組
合
役
員
に

不
当
な
懲
戒
処
分
。
取
消
を
求
め
る
公

　

定
年
延
長
で
も
「
再
任
用
職
員
の
基

本
給
引
き
上
げ
と
一
時
金
加
算
の
改
善

を
引
き
出
す
」（
堺
）、「
再
任
用
職
員
の

格
付
引
上
げ
を
粘
り
強
く
要
求
し
て
実

現
」（
吹
田
）と
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
「
人
事
評
価
の
賃
金
リ
ン
ク

の
不
透
明
な
運
用
に
不
満
も
多
い
。
職

員
の
成
長
に
つ
な
が
る
制
度
へ
協
議
を
」

（
富
田
林
）、「
職
場
で
の
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
に
粘
り
強
い
交
渉
で
、
外
部
相
談
窓

口
設
置
や
管
理
職
研
修
の
実
施
が
」（
公

務
公
共
）
と
の
発
言
が
続
き
ま
し
た
。

「
同
一
労
働
同
一
賃
金
」へ

「
同
一
労
働
同
一
賃
金
」へ

会
計
年
度
任
用
職
員
の
処
遇
改
善
を

会
計
年
度
任
用
職
員
の
処
遇
改
善
を

　

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
に
つ
い
て

ら
せ
ず
進
め
よ
う
と
す
る
現
市
政
。
し

わ
寄
せ
は
市
民
と
職
員
に
。
許
さ
れ
な

い
」（
枚
方
）
な
ど
決
意
あ
ふ
れ
る
発

言
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

新
た
な
手
法
も
取
り
入
れ

新
た
な
手
法
も
取
り
入
れ

仲
間
を
増
や
し
要
求
実
現
を

仲
間
を
増
や
し
要
求
実
現
を

　

「『
青
年
未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』大
阪

プ
レ
企
画
と
し
て
開
催
し
た
『
七
夕
交

流
会
』は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
、楽
し
か
っ

た
、
勉
強
に
な
っ
た
と
の
感
想
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。
今
後
も
月
１
回
の
ペ
ー

ス
で
集
ま
る
」（
青
プ
ロ
実
行
委
員
会
）、

「
コ
ロ
ナ
禍
で
集
ま
り
に
く
い
が
、
Ｚ

ｏ
ｏ
ｍ
も
使
い
つ
つ
、
少
し
ず
つ
で
も

組
織
を
強
化
し
た
い
」（
大
東
）、「
コ

ロ
ナ
禍
で
組
合
活
動
が
見
え
な
い
と
い

う
声
に
応
え
開
催
し
た
職
場
集
会
に
多

数
が
参
加
。
新
し
い
仲
間
も
迎
え
て
い

る
」（
豊
中
）、「『
書
記
政
策
案
』
を
共

有
し
、
組
織
拡
大
に
取
り
組
み
た
い
」

（
書
記
部
会
）、「
大
阪
広
域
水
道
企
業

団
へ
の
統
合
に
あ
た
っ
て
は
、
組
織
の

あ
り
方
も
考
え
た
い
」（
公
営
企
業
評

議
会
）
と
発
言
が
続
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
組
合
活
動
へ
の
女
性
の
参
加

に
つ
い
て
は
「
女
性
部
と
本
部
が
一
体

と
な
っ
た
運
営
に
な
り
、
生
理
な
ど
の

話
題
も
出
し
や
す
く
な
り
、
組
合
活
動

の
イ
メ
ー
ジ
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
」

（
府
職
労
）、「
女
性
を
組
織
す
る
意
義

な
ど
を
問
い
か
け
、
前
向
き
に
な
れ
る

組
織
づ
く
り
を
」（
婦
人
部
）
と
の
発

言
が
あ
り
、
持
続
可
能
な
組
織
へ
の
課

題
も
提
起
さ
れ
ま
し
た
。

開会あいさつ
執行委員長　有田　洋明
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泉佐野市長　千代松大耕／富田林市長　吉村善美／寝屋川市長　広瀬慶輔／河内長野市長　島田智明／和泉市長　辻宏康／羽曳野市長　山入端創／摂津市長　森山一正／高石市長　阪口伸六／藤井寺市長　岡田一樹／大阪狭山市
長　古川照人／阪南市長　水野謙二／島本町長　山田鉱平／能勢町長　上森一成／熊取町長　藤原敏司／太子町長　田中祐二／河南町長　森田昌吾／大阪府市長会会長　野田義和／大阪府町村長会会長　田代堯／大阪市市民局女
性活躍推進担当部長　西野まゆみ／大阪府市町村職員共済組合理事長　長内繁樹／大阪府市町村職員年金者連盟会長　峯正明／大阪府商工労働部雇用推進室長　小川勝／日本共産党大阪国政事務所
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